
No. 0001

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200701187

2008-0096

布団乾燥機 当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、炎が上がっていたため消火
した。

調査の結果、製造時に単品的に組立丌良があり
、温度ヒューズが機能しない回路が形成された
ためにヒーター線が過熱し、発火に至ったもの
と考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととするなお、株式会社泉精器製作所では
、平成２０年８月２０日より別の事象（モ
ーターが起動しないためヒーターが過熱し
発煙する）で無償点検又は無償交換を行っ
ている。

(受付:2008/03/31)

株式会社泉精器製作所

FK-650

( 火災 )

2008/03/17

(事故発生地)

東京都

A200800163

2008-0798

凍結防止用ヒーター 石油給湯機の給水配管に設置した当該
製品から出火する火災が発生した。

事故の原因は、当該製品及び当該製品のサーモ
スタット（温度検知調節器）が適切に施工され
ていなかったため、サーモスタット外郭が長期
使用（約１５年）によって劣化し、内部に水分
が浸入することによって接点が溶着し、ヒータ
ーが連続通電状態となり、発火したものと考え
られる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/05/16)

山清電気株式会社

RHR型

( 火災 )

2008/04/25

(事故発生地)

岐阜県

A200800279

2008-1129

ホームベーカリー 当該製品から出火し、製品の一部が焼
損した。

事故原因は、当該製品内部の基板上の部品の端
子部ではんだ割れやトラッキングなどにより異
常発熱し、発火に至ったものと推定されるが、
当該部の基板が焼失していることから原因の特
定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/06/13)

ツインバード工業株式会社

PY-D533

( 火災 )

2008/05/16

(事故発生地)

神奈川県



No. 0002

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200800351

2008-1465

換気扇 トイレ臭突用である当該製品を家屋の
屋根裏の熱排出用として設置していた
ところ、当該製品のモーター部から出
火する火災が発生した。

事故原因は、当該製品のモーターコイルの温度
が上昇して層間短絡によるスパークが発生し、
発火に至ったものと考えられた。当該製品はト
イレ臭突用であったものを使用者が取付け部を
改造し、用途外の屋根裏の排熱用として使用し
ていたこと及びタイマーに接続し間欠運転され
ていたことから、モーター軸受け部での拘束や
モーターへの過負荷も事故発生に影響したもの
と考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/07/03)

イーワテック販売株式会社

G-101

( 火災 )

2008/06/07

(事故発生地)

三重県

A200800399

2008-1585

水槽用サーモスタット
付ヒーター

当該製品を使用中に水温調整ダイヤル
から電源コードにかけて樹脂や基板が
焼損した。

事故の原因は、当該製品の温度コントローラー
の内部において、基板のリード線のはんだ付け
の接続丌良により、基板上で異常発熱が生じ、
当該製品から発火したものと推測されたが、基
板の一部が焼失しており、発火に至った原因を
特定することが出来なかった。

販売事業者であるジェックス株式会社では
、類似の構造を有する水槽用サーモスタッ
ト付ヒーターについて、今後も同様な事故
が発生するおそれがあることから、平成
２２年７月１２日、プレスリリースを行う
とともに、同社のホームページに情報を掲
載して使用者に周知し、対象製品について
、製品の回収及び対策品との無償交換を実
施している。

(受付:2008/07/17)

バラシマ工業株式会社（倒
産）（ジェックス株式会社
ブランド）

ｺﾝﾊﾟｸﾄｽﾘﾑｵｰﾄﾋｰﾀｰ300（ｼﾞ
ｪｯｸｽ株式会社ブランド）

( 火災 )

2008/06/07

(事故発生地)

大阪府

A200800503

2008-2000

食器洗い乾燥機 部屋で火災が発生し、火災現場に当該
製品があった。

調査の結果、
○当該製品の残存している内部配線や部品等に
溶融痕等の発火の痕跡は認められなかったが、
○焼損が著しく、また、一部の部品が確認でき
ていないこと
から、
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/08/12)

松下電器産業株式会社

MA-D451-P

( 火災 )

2008/08/06

(事故発生地)

埼玉県



No. 0003

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200800594

2008-2630

テレビ（ビデオ一体型
）

火災が発生し、火災現場に当該製品が
あった。当該製品の電源は、切られて
いた。

調査の結果、
○当該製品の残存している電装部品等に発火の
痕跡は認められなかったが、
○焼損は著しく、メイン基板はほとんど焼失し
ている状態であったため、確認はできなかった
こと
から、
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/09/12)

ソニー株式会社

VX-T14GX20 （推定）

( 火災 )

2008/07/10

(事故発生地)

岡山県

A200800639

2008-2863

電気冷蔵庨 ブレーカーが落ちたため、再投入する
と当該製品から発煙していた。

事故の原因は、当該製品のコンプレッサー内部
で電気的な丌具合が生じて発火に至ったものと
推定されるが、コンプレッサー内部の焼損が著
しく、原因を特定することはできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/09/30)

三洋電機株式会社

SR-8C

( 火災 )

2008/09/17

(事故発生地)

千葉県

A200800659

2008-3004

浴槽用温水循環器（
２４時間風呂）

風呂場付近が出火元と思われる火災が
発生し、火災現場に当該製品があった
。

調査の結果、
○当該製品の残存している内部配線や部品等に
溶融痕等の発火の痕跡は認められなかったが、
○焼損が著しく、一部の部品（紫外線ランプユ
ニット、電源コードなど）が残存していなかっ
たこと
から
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/02)

旭硝子株式会社

AL-205S

( 火災 )

2008/09/21

(事故発生地)

石川県



No. 0004

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200800713

2008-3124

オーブントースター 当該製品で調理物を加熱中に庨内から
発煙した。鶏肉をアルミホイル皿にの
せ、タイマー１０分に設定し、その場
を離れ、約２５分後に煙に気がついた
とき、タイマーは「１」で止まってい
たとのこと。

調査の結果、
○当該製品で鳥肉を加熱中に使用者がその場を
離れたこと
○当該製品のタイマーが途中で停止し加熱が続
いたため調理物が焦げ、発火に至った可能性が
あること、
○事故の状況から当該製品のタイマーが停止し
なければ調理物の発火に至らなかったことが考
えられたが、接点に溶着等の異常はなく、タイ
マーの停止も再現しなかったこと
から
●原因は特定できなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/10/15)

三菱電機ホーム機器株式会
社

BO-E75P

( 火災 )

2008/09/17

(事故発生地)

埼玉県

A200800953

2008-3964

テレビ（ブラウン管型
）

当該製品周辺が焼損する火災が発生し
た。当該製品は、当時、リモコンでオ
フにされていた。

調査の結果、
○残存していたリモコンでオフの状態の時に通
電する範囲の部品から出火の痕跡は認められな
かったが、
○当該製品の焼損は著しく、内部の基板等の電
気部品等がほとんど焼失していること
から
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2008/12/11)

ソニーイーエムシーエス株
式会社

KV-19GV1

( 火災 )

2008/11/28

(事故発生地)

山口県

A200800989

2008-4151

電気スタンド こたつの上に置いていた当該製品が転
倒し、布団が焦げて、こたつの中で寝
ていた子供が火傷を負った。

事故の原因は、当該製品が倒れやすい構造であ
ったために、電球が点灯したままこたつの上か
ら転倒落下し、寝具や電源コードが、電球の熱
によって焼損して火傷に至ったものと考えられ
た。

輸入事業者である東京メタル工業株式会社
では、転倒した際に電球の照射で火災につ
ながるおそれがあることから、平成１５年
６月４日から事業者のホームページに掲載
し、無償で製品交換を行っている。

(受付:2008/12/22)

東京メタル工業株式会社

ML203CH

( 重傷 )

2008/12/02

(事故発生地)

岐阜県



No. 0005

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200801200

2008-4793

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

家屋が全焼する火災が発生し１名が死
亡、現場に当該製品があった。

調査の結果、
○事故品の上に衣類の燃えた痕跡があったとい
うこと以外に情報はなく、事故品も写真も確認
できないこと
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/03)

株式会社アイアン

IR-7534

( 火災  死亡 )

2008/11/08

(事故発生地)

東京都

A200801264

2008-5029

ポータブルＤＶＤプレ
ーヤー

当該製品の充電を開始し、しばらくす
るとリチウム電池が破裂し、周囲が焼
損した。

事故の原因は、当該製品に内蔵されたリチウム
イオンバッテリーパックの製造時に内部に異物
等が混入したことによって、充電中に内部短絡
が生じて発火に至ったものと考えられた。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/20)

株式会社キムラタン

TF-DVD1020

( 火災 )

2008/12/22

(事故発生地)

東京都

A200900209

2009-0823

電気掃除機 火災が発生し、現場に当該製品があっ
た。

調査の結果、
○当該製品の外郭は焼損し丸焼けであったこと
、
○モータ内部からの焼損ではないこと、
○制御基板の焼損が著しいことから、
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/06/17)

松下電器産業株式会社（現
　パナソニック株式会社）

MC-V280XD

( 火災 )

2009/06/01

(事故発生地)

茨城県



No. 0006

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200900308

2009-1141

エアコン（室外機） 当該製品を使用していたところ、当該
製品及び周辺が焼損する火災が発生し
た。

事故の原因は、送風モーター内部の基板が一部
焼失していたことから、送風モーター内部の基
板上で発生した火が、製品内部に堆積した埃等
に着火した可能性が考えられるが、焼損が著し
く、原因の特定には至らなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/07/16)

株式会社　コロナ

ROH-221C

( 火災 )

2009/07/09

(事故発生地)

福岡県

A200900425

2009-1484

換気扇 当該製品から出火し、周辺を焼損する
火災が発生した。

事故の原因は、モーター用コンデンサーが長期
間使用（約３０年以上）の経年劣化によって絶
縁劣化し、内部短絡したために出火したものと
考えられる。

財団法人家電製品協会、社団法人日本電機
工業会、社団法人電子情報技術産業協会、
社団法人日本冷凍空調工業会では、経済産
業省と協力して、現在、長期間使用してい
る家電製品に関する注意喚起のためのチラ
シを各自治体を通じて全国の各世帯に配布
している。

(受付:2009/08/27)

東芝キヤリア株式会社

VFB-10A

( 火災 )

2009/08/12

(事故発生地)

新潟県

A200900620

2009-2245

除湿機 火災が発生し、現場に当該製品があっ
た。

調査の結果、
○当該製品の焼損が著しく、熱交換器のパイプ
が確認できるのみであったこと
から、
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/11/05)

株式会社コロナ

CD-Hil85

( 火災 )

2009/10/17

(事故発生地)

北海道



No. 0007

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A200900626

2009-2244

水槽用サーモスタット
付ヒーター

当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

事故の原因は、当該製品の温度コントローラー
の内部において、基板のリード線のはんだ付け
の接続丌良により、基板上で異常発熱が生じ、
発火したものと考えられる。

販売事業者であるジェックス株式会社では
、類似の構造を有する水槽用サーモスタッ
ト付ヒーターについて、今後も同様な事故
が発生するおそれがあることから、平成
２２年７月１２日、プレスリリースを行う
とともに、同社のホームページに情報を掲
載して使用者に周知し、対象製品について
、製品の回収及び対策品との無償交換を実
施している。

(受付:2009/11/06)

バラシマ工業株式会社（倒
産）（ジェックス株式会社
ブランド）

コンパクトスリムオートヒ
ーター300（ｼﾞｪｯｸｽ株式会
社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ)

( 火災 )

2009/10/17

(事故発生地)

新潟県

A201000038

2010-0295

インターホン 当該製品から発煙し、当該製品が焼損
する火災が発生した。

事故原因は、内部配線の被覆が劣化し、内部部
品に接触することにより、過剰に電流が流れ発
煙に至ったものと考えられる。

平成２０年６月２日、ホームページに注意
喚起情報を掲載し、対象製品について、無
償点検と部品交換を実施することとした。

(受付:2010/04/12)

アイホン株式会社

MY-2CD

( 火災 )

2010/03/30

(事故発生地)

東京都

A201000094

2010-0635

電気こんろ 当該製品の周辺が焼損する火災が発生
した。

事故原因は、身体又は荷物が当該製品のつまみ
に触れてスイッチが入り、当該製品の上に置か
れていた可燃物が焼損したものと考えられる。

電気こんろメーカー及びキッチンユニット
メーカーでは、平成１９年７月３１日から
共同し、消費者への注意喚起を行うととも
に、対象製品について無償改修を実施して
います。

(受付:2010/04/28)

富士工業株式会社

SBE-101-100V（ｻﾝｳｴｰﾌﾞ
工業(株)製ﾐﾆｷｯﾁﾝに組み
込まれたもの）

( 火災 )

2010/04/15

(事故発生地)

福岡県



No. 0008

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A201000155

2010-0907

電気こんろ 当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

事故原因は、使用者の身体が当該製品のつまみ
に触れてスイッチが入り、当該製品の上に置か
れていた可燃物及び当該製品が焼損したものと
考えられる。

電気こんろメーカー及びキッチンユニット
メーカーでは、平成１９年７月３１日から
共同し、消費者への注意喚起を行うととも
に、対象製品について無償改修を実施して
います。

(受付:2010/05/20)

日立熱器具株式会社（現 
日立アプライアンス株式会
社）

HT-1250(ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ(株)
製ﾐﾆｷｯﾁﾝに組み込まれた
もの)

( 火災 )

2010/05/03

(事故発生地)

東京都

A201000210

2010-1093

生ごみ処理機 当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品から発煙しており
、製品内部が破損し、汚損した。

事故原因は、貝殻等の硬い物を投入して攪拌し
た際に、処理槽に穴が開いて、処理物が当該製
品内の処理槽外に漏れ出し、脱臭装置のヒータ
ー端子部（高温部）で漏れ出した処理物が堆積
して過熱され、発煙したものと考えられる。

今後も同様の事故が発生するおそれがある
ことから、平成２２年５月１９日にプレス
リリースを行うとともに、同年５月２０日
に新聞社告を行い、使用者に周知し、対象
製品について、無償で製品交換を実施して
います。

(受付:2010/06/11)

日立多賀テクノロジー株式
会社

BGD-V18

( 火災 )

2010/06/03

(事故発生地)

埼玉県

A201000212

2010-1123

デスクトップパソコン 当該製品より発煙する火災が発生し、
当該製品の一部が焼損した。

事故原因は、電源供給ユニットに取り付けられ
たコネクターのはんだ付け工程でばらつきが生
じ、丌十分なはんだ付け状態となり、当該部分
の電気抵抗が大きくなったため発熱・発煙に至
ったものと考えられる。

輸入・販売事業者であるデル株式会社は平
成２０年９月３０日に同社ホームページに
情報を掲載し、プレスリリースを行うとと
もに、対象製品について電源供給ユニット
に丌具合が生じた場合には、無償にて部品
交換を行うこととしている。

(受付:2010/06/11)

デル株式会社

Dimension 4600c

( 火災 )

2010/05/31

(事故発生地)

東京都



No. 0009

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A201000220

2010-1126

電気こんろ 当該製品の上に置いていたカセットボ
ンベが破裂し、周辺が破損した。

事故原因は、身体又は荷物が当該製品のつまみ
に触れてスイッチが入り、当該製品の上に置い
ていたカセットボンベが熱せられ破裂したもの
と考えられる。

電気こんろメーカー及びキッチンユニット
メーカーでは、平成１９年７月３日から共
同し、消費者への注意喚起を行うとともに
、対象製品について無償改修を実施してい
ます。

(受付:2010/06/15)

松下電器産業株式会社（現
　パナソニック株式会社）

NK-1102（松下電器産業(
株)製ﾐﾆｷｯﾁﾝ「KE-90EC」
に組込）

( 火災 )

2010/06/03

(事故発生地)

千葉県

A201000265

2010-1265

エアコン（室外機） 当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品から発煙・出火す
る火災が発生し、当該製品が焼損した
。

事故原因は、当該製品の部品であるプリント基
板のダイオードブリッジのはんだ接続部で、は
んだ量が少なく、プリント基板と電装品箱の熱
伸縮の差によりはんだ接続部に繰返し応力がか
かることにより、はんだクラックが発生し、発
煙・出火に至ったものと考えられる。

同社が平成１６年１０月１９日に新聞で社
告を行って以降、複数回にわたって、折り
込みチラシやダイレクトメールの配布の実
施により、無償点検・修理を呼びかけると
ともに、他の製品のサービス訪問時等にお
いても対象製品を探している。

(受付:2010/06/29)

ダイキン工業株式会社

AR2205X

( 火災 )

2010/06/21

(事故発生地)

埼玉県

A201000268

2010-1266

電気冷蔵庨 異臭がしたため確認すると、当該製品
から発煙する火災が発生していた。

事故原因は、コンデンサーの製造丌良により、
コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上の
電気抵抗が生じ、これに伴い発熱し、発煙した
ものと考えられる。

このため同社では、今後も同様の事故が発
生するおそれがあることから、対象製品の
改修（ヒューズ機構付きコンデンサとの交
換）を行うこととし、平成２０年１２月
１６日にプレス公表、ホームページでの告
知を行うとともに、平成２０年１２月１７
日に新聞社告の掲載を行うこととした。

(受付:2010/06/30)

LG　ELECTRONICS　JAPAN
　株式会社

LR-A17PS

( 火災 )

2009/08/06

(事故発生地)

神奈川県



No. 0010

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A201000282

2010-1334

エアコン 当該製品を使用中、当該製品右側から
発煙する火災が発生し、当該製品が焼
損した。

事故原因は、当該製品のファンモーターのリー
ド線接続部分に、洗浄液等の電気を通しやすい
物質、又は、当該製品内部で発生した結露水が
浸入・付着することによって、トラッキング現
象が生じ、発煙に至ったものと考えられる。

同様の構造を持つ機種も含め、平成１６年
８月２０日に新聞社告を掲載し、注意喚起
を行うとともに対象製品の無償改修を実施
している。

(受付:2010/07/05)

東芝キヤリア株式会社

RAS-406LDR

( 火災 )

2010/06/25

(事故発生地)

東京都

A201000283

2010-1335

電気こんろ 当該製品及び周辺が焼損する火災が発
生した。

事故原因は、身体又は荷物が当該製品のつまみ
に触れてスイッチが入り、当該製品の上部に置
かれていた可燃物が焼損したものと考えられる
。

電気こんろメーカー及びキッチンユニット
メーカーでは、平成１９年７月３１日から
共同し、消費者への注意喚起を行うととも
に、対象製品について無償改修を実施して
います。

(受付:2010/07/05)

富士工業株式会社

FH-31B（当該製品を組み
込んだｷｯﾁﾝのﾒｰｶｰ及び型
式について丌明）

( 火災 )

2010/01/25

(事故発生地)

兵庨県

A201000287

2010-1337

電子レンジ 当該製品を使用中、異音とともに当該
製品から発煙・出火する火災が発生し
、当該製品及び周辺が焼損した。

事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチの
製造丌良により、接点部でスパークし、発火に
至ったと考えられる。

販売事業者である岩谷産業株式会社では平
成１５年９月２日、平成２０年３月１２日
等、複数回、新聞社告を掲載し、注意喚起
を行うとともに、対象製品について無償改
修を実施している。

(受付:2010/07/07)

株式会社千石（岩谷産業株
式会社ブランド）

IM-575（岩谷産業株式会社
ブランド）

( 火災 )

2010/06/00

(事故発生地)

静岡県



No. 0011

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A201000290

2010-1360

テレビ（ブラウン管型
）

異臭がしたため確認すると、当該製品
から発煙する火災が発生した。

事故の原因は、劣化した電解コンデンサーの安
全弁が作動し、内部の電解液が気化して蒸気が
漏れたものと考えられる。

平成１６年１月２０日に新聞社告を掲載す
るとともに、ホームページに情報を掲載し
て、注意喚起を行うとともに、対象製品に
ついて無償点検・修理を実施。

(受付:2010/07/07)

株式会社東芝

25S21

( 火災 )

2010/06/25

(事故発生地)

東京都

A201000304

2010-1423

扇風機 当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品が焼損、
周辺が汚損した。

事故の原因は、始動用コンデンサーが長期間の
使用によって絶縁性能が低下し、内部短絡した
ために出火に至ったものと考えられる。

製造から３０年以上経過している扇風機に
ついて、平成１９年８月２５日及び平成
２０年６月１０日に新聞広告を掲載し、平
成１９年９月１日からテレビ広告を実施す
るなどして、使用の中止を呼びかけるとと
もに、製品の廃棄のお願いをしている。ま
た、財団法人家電製品協会、社団法人日本
電機工業会、社団法人電子情報技術産業協
会、社団法人日本冷凍空調工業会では、経
済産業省と協力して、現在、長期間使用し
ている家電製品に関する注意喚起のための
チラシを各自治体を通じて全国の各世帯に
配布している。

(受付:2010/07/12)

三洋電機株式会社

EF-6NA

( 火災 )

2010/06/29

(事故発生地)

茨城県

A201000305

2010-1424

扇風機 当該製品から発煙する火災が発生し、
当該製品及び周辺が焼損し、１名が負
傷した。

事故の原因は、始動用コンデンサーが長期間の
使用によって絶縁性能が劣化し、内部短絡した
ために出火に至ったものと考えられる。

三洋電機（株）では、製造から３０年以上
経過している扇風機について、平成１９年
８月２５日及び平成２０年６月１０日に新
聞広告を掲載し、平成１９年９月１日から
テレビ広告を実施するなどして、使用の中
止を呼びかけるとともに、製品の廃棄のお
願いをしている。また、財団法人家電製品
協会、社団法人日本電機工業会、社団法人
電子情報技術産業協会、社団法人日本冷凍
空調工業会では、経済産業省と協力して、
現在、長期間使用している家電製品に関す
る注意喚起のためのチラシを各自治体を通
じて全国の各世帯に配布している。

(受付:2010/07/13)

三洋電機株式会社

EF-6DA

( 火災 )

2010/07/07

(事故発生地)

大阪府



No. 0012

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庩用電気製品

NITE管理番号

A201000310

2010-1427

エアコン 当該製品を使用中、当該製品から発煙
する火災が発生した。

事故原因は、当該製品のファンモーターのリー
ド線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を通
しやすい物質、又は、当該製品内部で発生した
結露水が浸入・付着することによって、トラッ
キング現象が生じ、発煙に至ったものと考えら
れる。

同様の構造を持つ機種も含め、平成１６年
８月２０日に新聞社告を掲載し、注意喚起
を行うとともに対象製品の無償改修を実施
している。

(受付:2010/07/13)

東芝キヤリア株式会社

RAS-506LDR

( 火災 )

2010/07/01

(事故発生地)

千葉県

A201000340

2010-1527

エアコン（室外機） 当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺
が焼損した。

事故原因は、対象機種の一部において、コンデ
ンサの端子部分が組立時に外力を受けたため、
長期の運転時の振動により緩み、接触丌良を起
こして発煙・出火に至ったものと考えられる。

同社では、平成２１年２月４日に新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに対象製
品の無償改修（部品交換）を実施している
。

(受付:2010/07/23)

ダイキン工業株式会社

RA285X-W

( 火災 )

2010/07/13

(事故発生地)

東京都

A201000346

2010-1530

電子レンジ 当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品が焼損し
た。

事故原因は、製品内部の電源コードと基板を接
続する配線に丌具合があったため、使用に伴っ
て接触丌良が生じ、接続部が発熱して電源コー
ド被覆が発火し、製品内の冷却用ファンに延焼
したものと考えられた。

三洋電機株式会社では、今後も同様の事故
が発生するおそれがあることから、平成
２０年６月２０日にプレス発表を行い、６
月２１日、新聞社告を掲載し、使用の中止
を呼びかけるとともに、対象製品について
、無償改修を実施しています。

(受付:2010/07/23)

三洋電機株式会社

EMO-CH4

( 火災 )

2010/07/13

(事故発生地)

東京都



No. 0013

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　03.燃焼器具

NITE管理番号

A200801195

2008-4784

石油給湯機 当該機器のリモコンスイッチを押した
とき、ブレーカーが落ちた。確認する
と、当該機器から発煙し、ボイラー部
分が赤かったため、消火した。

事故の原因は、当該製品の電磁ポンプにある灯
油吐出口の袋ナットと銅管の隙間から灯油が漏
れ、何らかの着火源によって引火し、当該製品
内部から出火したものと推定されるが、修理後
、約８年間は使用できていたため、袋ナットと
銅管の間に隙間が生じた原因を特定できなかっ
た。また、漏れた灯油への火源も特定できなか
った。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/02/02)

長府工産株式会社

CBX-400

( 火災 )

2009/01/25

(事故発生地)

京都府

A200900637

2009-2306

ガスこんろ（ＬＰガス
用）

当該製品を点火しようと点火操作を繰
り返したところ、突然炎が上がる火災
が発生した。

調査の結果、点火操作の際に大きな音が発生し
ていることから、滞留していたガスに引火した
ものと推定されるが、当該製品の焼損が著しく
、事故原因の特定には至らなかった。

原因の特定には至らなかったため、引き続
き同様の事故発生について注視し、必要に
応じて対応を行うこととする。

(受付:2009/11/12)

ﾊﾟﾛﾏ工業株式会社

丌明　　

( 火災 )

2009/10/29

(事故発生地)

茨城県

A201000022

2010-0261

石油給湯機付ふろがま 当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品が焼損していた。

事故原因は、電磁弁に使用されている部品のＯ
リング（パッキン）が劣化により、硬化、収縮
し、器具内に油漏れが発生。その灯油に引火し
て機器内部を焼損したと考えられる。

販売事業者である東陶機器株式会社（現Ｔ
ＯＴＯ（株））では、平成１４年１０月
２４日及び平成１８年１２月４日に新聞社
告を掲載し、注意喚起を行うとともに、Ｏ
ＥＭ製品を含む対象製品について無償改修
を実施しています。

(受付:2010/04/07)

ＴＯＴＯ株式会社　［製造
：東陶ユプロ株式会社　（
解散）］

RPE32KE

( 火災 )

2010/03/28

(事故発生地)

山形県



No. 0014

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　03.燃焼器具

NITE管理番号

A201000035

2010-0267

石油給湯機付ふろがま 異音がしたため確認すると、当該製品
から発煙・出火する火災が発生してお
り、当該製品が焼損した。

事故原因は、電磁弁に使用されている部品のＯ
リング（パッキン）が劣化により硬化、収縮し
、器具内に油漏れが発生。その灯油に引火して
機器内部を焼損したと考えられる。

製造事業者である（株）ノーリツは、平成
１４年１０月から無償改修を開始し、平成
１８年１２月４日には、再度新聞社告を掲
載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品について無償改修を呼び
かけています。

(受付:2010/04/09)

株式会社ノーリツ

OTQ-302Y

( 火災 )

2010/04/07

(事故発生地)

富山県

A201000036

2010-0268

石油給湯機 異音がしたため確認すると、当該製品
から発煙・出火する火災が発生してお
り、当該製品が焼損した。

事故原因は、電磁弁に使用されている部品のＯ
リング（パッキン）が劣化により硬化、収縮し
、器具内に油漏れが発生。その灯油に引火して
機器内部を焼損したと考えられる。

製造事業者である（株）ノーリツは、平成
１４年１０月から無償改修を開始し、平成
１８年１２月４日には、再度新聞社告を掲
載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品について無償改修を呼び
かけています。

(受付:2010/04/09)

株式会社ノーリツ

OQB-405Y

( 火災 )

2010/04/04

(事故発生地)

茨城県

A201000051

2010-0315

石油ストーブ（開放式
）

当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品及び周辺が焼損した。

事故原因は、当該製品のカートリッジタンクの
蓋（口金キャップ）が本体に確実にロックされ
ない状態であったにもかかわらず、蓋が閉まっ
たと誤認し、漏れた灯油に引火したと考えられ
る。

株式会社千石、株式会社グリーンウッド及
び日本エー・アイ・シー株式会社は、平成
２２年３月３０日にプレスリリースを行う
とともに、ホームページで告知し、取扱説
明書や本体表示にしたがってカートリッジ
タンクの蓋を確実に閉めるよう注意喚起す
ることとしました。また、今後、蓋の部品
を変更したカートリッジタンクを準備が整
い次第、無償で交換していくこととしまし
た。（カートリッジタンクの変更品は、平
成２２年８月を目途に開発中。）

(受付:2010/04/15)

株式会社千石（株式会社グ
リーンウッドブランド）

GKP-S241N（株式会社グリ
ーンウッドブランド）

( 火災 )

2010/04/06

(事故発生地)

北海道



No. 0015

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　03.燃焼器具

NITE管理番号

A201000102

2010-0630

屋外式ガスふろがま（
ＬＰガス用）

当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品が焼損し
た。

事故原因は、当該製品内の部品の設計の丌具合
により、ガバナ部のダイヤフラムに亀裂が生じ
て機器内部でガス漏れが発生し、漏れたガスに
バーナの炎が引火し、機器内の焼損に至ったも
のと考えられる。

製造事業者である株式会社世田谷製作所及
びＯＥＭ供給を受け、販売している株式会
社ハーマン他２社では、平成１９年４月
１８日からホームページで告知し、注意喚
起を行うとともに、対象製品について無償
で点検及び部品交換を実施している。

(受付:2010/04/30)

株式会社世田谷製作所（株
式会社ハーマンブランド）

TA-R137B（株式会社ハー
マンブランド、品名YF702
）

( 火災 )

2010/04/20

(事故発生地)

宮崎県

A201000126

2010-0699

ガスふろがま用バーナ
ー（都市ガス用）

当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品から出火する火災
が発生しており、当該製品が焼損した
。

事故の原因は、当該製品内の部品の設計の丌具
合により、ガバナ部のダイヤフラムに亀裂が生
じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れたガス
にバーナーの炎が引火し、機器内の焼損に至っ
たものと考えられる。

製造事業者である株式会社世田谷製作所で
は、平成１９年４月１９日に新聞社告を掲
載し、注意喚起を行うとともに、対象商品
について無償改修を実施している。

(受付:2010/05/12)

株式会社世田谷製作所

TA-097UET

( 火災 )

2010/05/04

(事故発生地)

兵庨県

A201000149

2010-0875

石油給湯機 当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺
が焼損した。

事故原因は、電磁弁に使用されている部品のＯ
リング（パッキン）が劣化により硬化、収縮し
、器具内に油漏れが発生。その灯油に引火して
機器内部を焼損したと考えられる。

製造事業者である（株）ノーリツは、平成
１４年１０月から無償改修を開始し、平成
１８年１２月４日には、再度新聞社告を掲
載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ製
品を含む対象製品について無償改修を呼び
かけています。

(受付:2010/05/18)

株式会社ノーリツ

OQB-405Y

( 火災 )

2010/05/10

(事故発生地)

富山県



No. 0016

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　03.燃焼器具

NITE管理番号

A201000237

2010-1198

半密閉式ガス瞬間湯沸
器（ＬＰガス用）

当該製品を使用中、当該製品の排気筒
の壁貫通部分から発煙する火災が発生
し、当該製品及び周辺が焼損した。

事故原因は、燃焼室部分の一部にひび等が生じ
ることがあった場合に、過熱防止装置の作動が
遅れ、機器の背板が過熱されたものと考えられ
る。

製造事業者では、平成３年３月２３日にプ
レスリリース及び新聞社告を行うとともに
、使用者に周知し、対象製品について、無
償で部品交換を実施しています。

(受付:2010/06/21)

パロマ工業株式会社

PH-16CSF

( 火災 )

2010/06/10

(事故発生地)

宮城県

A201000320

2010-1459

石油ふろがま 当該製品で風呂を焚いているときに、
浴槽の排水栓を抜いたことから空焚き
となり、当該製品から出火する火災が
発生し、当該製品及び周辺が焼損した
。

事故原因は、機器の修理や点検の際に使用する
点検用コネクターの戻し忘れにより、空焚き防
止装置が作動せず、火災に至ったものと考えら
れる。

株式会社長府製作所は、平成１９年７月
２７日にプレスリリース、自社ホームペー
ジへの社告を掲載するとともに、翌２８日
にも新聞に社告を掲載し、注意喚起を行う
とともに、対象製品について無償点検・修
理を実施することとした。

(受付:2010/07/15)

株式会社長府製作所

CK-11S

( 火災 )

2010/07/04

(事故発生地)

埼玉県



No. 0017

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　04.家具・住宅用品

NITE管理番号

A200801045

2008-4295

金属製折りたたみ椅子 当該製品に座った際に後ろに転倒して
、肋骨を骨折した。

製造工程における脚部パイプの曲げ加工が丌良
で、歪みが生じていたが、検査においても発見
されずに通過して出荷され、また、購入当初か
ら丌安定であることを認識しつつ使用していた
ことも事故の要因となり、座った際にバランス
を崩し転倒したものと考えられる。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。なお、今後の製造工程において
は品質管理を強化することとした。

(受付:2009/01/07)

株式会社山善

PYTX-02DX（NCH）

( 重傷 )

2008/12/17

(事故発生地)

大阪府

A200900682

2009-2447

木製椅子 着席時に当該製品の脚部ダボ（つなぎ
合わせ用の木製の棒）部分が折れ、転
倒し、重傷を負った。

事故原因は、脚部の部品を接合するダボに接着
剤の塗布丌足があり、使用中にダボ抜けが生じ
、当該製品に着席した際に、ダボが折れて脚部
が破損し、事故に至ったものと考えられる。

同様の事故の再発防止を図るため、対象製
品について脚の接合部分を金具で補強する
修理を行うこととし、平成２２年７月２３
日にプレスリリース、ダイレクトメールの
送付、ホームページへの掲載及び店頭告知
を行い、平成２２年７月２４日から対象製
品の無償点検・修理を行っています。

(受付:2009/11/25)

株式会社ニトリ

リック４

( 重傷 )

2009/11/06

(事故発生地)

岐阜県

A201000084

2010-0603

折りたたみ椅子 当該製品に座ったところ、当該製品が
折りたたまれたため、指を挟まれ、重
傷を負った。当該製品は、折りたたま
れている状態から開き、脚部をもう一
方の脚部にある溝（フック）に嵌め込
み、固定して使用するものである。

事故の原因は、構造的に本来の使用方向とは逆
の方向に開くことができるため、上向きになる
べき溝（フック）が下向きになり適正に嵌め込
めず、脚の固定が丌十分な状態となっていたと
ころに座ったために、椅子が折りたたまれたも
のと考えられた。また、適正な組立て方法に関
する説明も丌十分であったことも影響している
。

輸入事業者である丌二貿易株式会社では、
平成２２年５月１４日にプレスリリースを
行い、事業者ホームページにおいて掲載す
るとともに５月１５日より販売店の店頭に
おいて掲示し、使用者に告知し、代替品と
の無償製品交換又は返品に応じることとし
ました。

(受付:2010/04/26)

丌二貿易株式会社

VFS-GC29JP

( 重傷 )

2010/04/18

(事故発生地)

千葉県



No. 0018

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

NITE管理番号

A200700281

2007-2731

歩行補助車 何らかの原因により、折りたたみロッ
クが外れており、それに気が付かない
まま当該製品を押して歩いていたとこ
ろ、何かにぶつかった衝撃で製品が折
りたたまれてしまい、しりもちをつき
、大腿骨を骨折した。

調査の結果、
○当該製品の左右の開閉レバーのロックがはず
れていたために、壁にぶつかり製品が折りたた
まれ、転倒に至ったものと考えられるが、
○使用者はロックをはずした覚えがないとのこ
と
○当該製品がアンロック状態になった原因が丌
明であること
から
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2007/08/01)

アップリカ葛西株式会社

30172

( 重傷 )

2007/07/04

(事故発生地)

三重県

A200900003

2009-0063

自転車 運転中に当該製品のチェーンが外れ、
前のめりに転倒し、あごを強打して骨
折した。

○当該製品は、使用者によって廃棄されていた
こと
○当該製品のメンテナンスを行っていた店舗も
丌明であったこと
から、
●原因の特定はできなかった。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/04/01)

ﾅｼｮﾅﾙ自転車工業株式会
社（現 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｻｲｸﾙﾃｯｸ
(株)）

2HJ018B

( 重傷 )

2009/02/06

(事故発生地)

東京都

A201000188

2010-1008

自転車用幼児座席 幼児を当該製品に乗せて自転車で走行
中、足乗せが折れ、幼児が右足を車輪
にまき込まれて負傷した。

事故原因は、自転車の販売店にて当該製品を取
付けた際に、足乗せ部を説明書と違った組付け
方をして、製品本体に十分に固定されていなか
ったことから、使用中に繰り返される負荷によ
り足乗せ部の支柱が破損したものと考えられる
。事業者は取扱説明書への記載の配慮が十分で
はなかったとして、販売店に注意喚起を行うと
ともに、組付け方法の説明書を追加して同梱す
る対応を実施済み。

輸入事業者であるブリジヂストンサイクル
株式会社では、誤った組付けがされる可能
性のある製品について、今後も同様な事故
が発生するおそれがあることから、平成
２２年７月９日にプレスリリース、同社の
ホームページに情報を掲載し、同１０日に
新聞社告を行い、使用者に周知し、対象製
品について無償点検・修理を実施している
。

(受付:2010/06/01)

ブリヂストンサイクル株式
会社

RCS-NRX.A

( 重傷 )

2010/03/31

(事故発生地)

東京都



No. 0019

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　05.乗物・乗物用品

NITE管理番号

A201000197

2010-1028

電動アシスト自転車 当該製品からバッテリーを取り外して
充電し、保管していたところ、バッテ
リーが発煙・焼損する火災が発生した
。

事故原因は、雨等の水分がバッテリーケース内
部に浸入することで結露が発生し、基板の電気
腐食が進み、基板上の回路でショートし発火に
至ったものと考えられる。

製造事業者である本田技研工業株式会社で
は、平成１３年２月１４日に新聞社告を掲
載し、注意喚起を行うとともに、対象製品
について無償改修を実施しています。

(受付:2010/06/04)

本田技研工業株式会社

UB08

( 火災 )

2010/04/30

(事故発生地)

東京都



No. 0020

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　06.身のまわり品

NITE管理番号

A200801060

2008-4395

ライター（使い切り型
）

車を運転中に当該製品でタバコに火を
着け、ダッシュボードに置いてしばら
くすると、周辺の可燃物から発煙して
いた。

調査の結果、
○当該製品の残火によるものと推定されるが、
○着火部分が焼損していること
から、
●残火が生じた原因が異物が挟まったものこと
によるものなのか、製品の丌具合によるものか
原因の特定はできなかった。
＊当該製品にはＩＳＯ９９９４に準拠している
旨の表示あり。

引き続き同様の事故発生について注視して
いくとともに、必要に応じて対応を行うこ
ととする。

(受付:2009/01/14)

株式会社ヒメプラ

MISM-002(27JAN)

( 火災 )

2008/11/25

(事故発生地)

大阪府



No. 0021

経 済 産 業 省 及 び
消費者庁管理番号

事故発生年月日

品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

　製品区分：　07.保健衛生用品

NITE管理番号

A201000308

2010-1426

エアゾール缶（殺虫剤
）

小動物を駆除するため当該製品を噴射
後、火のついたローソクを持ってきた
ところ、当該製品から噴出したガスに
、ローソクの火が引火する火災が発生
し、周辺が焼損した。３名が負傷した
。

事故原因は、当該製品の噴射剤として、一般的
なエアゾール製品に使用されているＬＰガスに
加えて、同様に引火性の高いイソペンタンとい
う有機化合物が使用されており、当該製品を使
用した後に火気を使用したことにより事故につ
ながった可能性があると考えられる。

ライオン株式会社では、平成１９年８月
２７日にプレスリリースを行い、翌２８日
に新聞に社告（９月４日に再社告等、今ま
で計４回）を掲載し、注意喚起を行うとと
もに、対象製品について回収を実施するこ
ととした。

(受付:2010/07/13)

ライオン株式会社

バルサン氷殺ジェット 飛
ぶ虫

( 火災 )

2010/06/27

(事故発生地)

兵庨県


